
１． 調査団派遣について 

 

１．１ 調査団派遣の経緯と目的 

 

（１） スリ・ランカでは、過去２０年間に環境関連法及び環境行政システムの整備が行われてきた。

１９８０年には国家環境法が制定され、それに基づき中央環境庁が設置されたが、急速な工

業発展及び生活水準の向上により、都市部を中心に河川の水質汚濁や生活廃棄物に起因

する環境問題が深刻となっており、その対策は決して十分とは言えない。 

（２） 特に廃棄物については、今後、地方自治体に管理運営責任が移行される予定であり、組織

の編成と関係者の育成が急務となっている。 

（３） そこで、スリ・ランカ地方自治体関係者の環境行政能力の強化を目的として、積極的な住民と

の対話を通じた環境行政に定評のある名古屋市を受入先とした本邦研修を実施することとな

った。 

（４） 本邦研修の実施にあたって、開発調査「地方都市環境衛生改善計画調査」との連携の視点

から研修カリキュラムを策定し、援助協力効果の向上を図ることとした。 

（５） 本研修コースは平成１４年度に開始予定であり、研修開始前にスリ・ランカ国地方都市の現状

及び研修コースへの要望等を把握し、コースカリキュラム策定に反映させることが重要である

と思われる。 

（６） 今回の調査団は以下の作業をつうじて、名古屋市の持つ研修リソースとのマッチングを行うこ

とにより研修効果を最大限に引き出す環境を整備することを目的として派遣された。 

（a） 中央関係機関（環境・天然資源省、中央環境庁等）との環境行政に関する意見交換及び

研修内容に関する協議 

（b） 地方自治体との環境行政に関する意見交換及び研修内容に関する協議 

（c） 開発調査「地方都市環境衛生改善計画調査」関係者との意見交換及び研修内容に関す

る協議 

（d） 環境汚染の現場及び廃棄物処理施設を中心とした視察による情報収集 

（e） 関係機関への本邦研修に関する説明会の実施（ジェネラルインフォメーション、選考過

程、他の本邦研修との区別） 

 

 



１．２ 調査団の構成と任務 

 

No. 氏名 

Name 

任務 

Job title 

役職 

Occupation 

１ 吉田 充夫 

 

 

Mitsuo  

YOSHIDA 

 / Dr. 

団長／総括 

 

 

Team Leader /  

Environmental Protection

国際協力事業団国際協力総合研修所  

国際協力専門員 

 

Senior Advisor, 

Institute for International Cooperation, 

JICA 

 

２ 中西 岳志 

 

 

Takeshi 

NAKANISHI 

 / Mr. 

環境行政 

 

 

Environmental 

Administration 

名古屋市環境局環境都市推進課 

主査 

 

Coordinational Officer, 

Ecological City Promotion Division, 

Environmental Affairs Bureau, 

Nagoya City 

３ 高樋 俊介 

 

 

Shunsuke 

TAKATOI 

 / Mr. 

研修計画 

 

 

Training 

Planning 

国際協力事業団中部国際センター業務課 

職員 

 

Staff, 

Programme Division, 

Chubu International Centre, 

JICA 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．３ 調査日程 

 

日順 月日 行程 調査すべき事項、収集すべき資料等 

１ １０月 

２６日 

（土） 

 

移動（名古屋→シンガポール） 

移動（団長：成田→シンガポール） 

 

２ ２７日 

（日） 

移動（シンガポール→コロンボ） 

資料整理その他 

 

調査日程等確認・資料整理 

３ ２８日 

（月） 

在スリ・ランカ JICA 事務所 

在スリ・ランカ日本大使館 

政策企画実施省援助調整部 

内務地方行政省 

在スリ・ランカ JBIC 事務所 

 

挨拶、調査日程等確認 

表敬訪問 

研修ニーズ把握、研修コース説明、 

選考過程確認 

情報収集 

４ ２９日 

（火） 

中央環境庁 

環境天然資源省 

移動（コロンボ→ガンパハ） 

ガンパハ市環境分野担当局 

移動（ガンパハ→キャンディ） 

 

研修ニーズ把握、研修コース説明 

研修対象者の絞り込み、選考過程確認 

 

研修ニーズ把握、現場視察、研修コース説明 

研修対象者の絞り込み、選考過程確認 

５ ３０日 

（水） 

移動（キャンディ→マータレ） 

マータレ市環境分野担当局 

移動（マータレ→キャンディ） 

キャンディ市環境分野担当局 

移動（キャンディ→ヌワラエリヤ） 

 

研修ニーズ把握、現場視察、研修コース説明 

研修対象者の絞り込み、選考過程確認 

６ ３１日 

（木） 

開発調査調査団との協議 

ヌワラ・エリヤ市環境分野担当局 

バドゥーラ市環境分野担当局（ヌワラエリ

ヤにて協議） 

移動（ヌワラエリヤ→コロンボ） 

 

開発調査との連携可能性調査 

研修ニーズ把握、現場視察、研修コース説明 

研修対象者の絞り込み、選考過程確認 

 

７ １１月１

日 

（金） 

移動（コロンボ→ネゴンボ） 

チラウ市環境分野担当局（ネゴンボにて

協議） 

ネゴンボ市環境分野担当局 

政策企画実施省援助調整部 

在スリ・ランカ JICA 事務所 

在スリ・ランカ日本大使館 

 

研修ニーズ把握、現場視察、研修コース説明 

研修対象者の絞り込み、選考過程確認 

 

 

調査団報告、他センター実施研修コースとのデマケ

等手続確認 

８ ２日 

（土） 

移動（コロンボ→シンガポール） 

移動（団長：シンガポール→成田） 

 

９ ３日 

（日） 

移動（シンガポール→名古屋）  

 



１．４ 訪問先と主要面談者 

 

No. 訪問先 面談者 役職 

【スリ・ランカ中央政府機関】 

１ Dept. of External Resources Mr. P. H. Sugathadasa Director: 

Technical Assistance Division 

Mrs. K.P.M. Speldewinde  Secretary ２ 

 

Min. of Home Affairs Provincial 

Councils & Local Government Mr. M.L. Sunil Fernando  Additional Secretary 

Mr. AJITA DE COSTA  Chairman ３ Central Environment Authority 

Mr. G. Dissanayake  Director :  

Research of Special Project 

Mr. Wickramashinghe  Add. Secretary ４ Min. of Environment & Natural 

Resources Ms. C. Panditharatne  （Ex-participant） 

【スリ・ランカ地方自治体】 

１ Gampaha Municipal Council Mr. Ajijh Mannapperuma Mayor 

２ Matele Municipal Council Mr. Mohamed Hilmy  Mayor 

３ Kandy Municipal Council Mr. L.B. Aluwihare  Deputy Mayor 

４ Badulla Municipal Council Mr. G.M. Jopheus  Commissioner 

５ Nuwara Eliya Municipal Council Mr. P.D.C. Lal Karunaratne  Mayor 

６ Negombo Municipal Council Mr. A. Newton Hkanry  Mayor 

７ Chilaw Urban Council Mr. A. A. Shelton  Secretary 

【日本側】 

１ 日本大使館 遠藤 一 一等書記官 

２ JBIC 事務所 Kei Toyama 駐在員 

杉原 敏雄 所長 ３ JICA 事務所 

石黒 実弥 職員 

土井 章 団長 ４ 開発調査団員 

大石 美佐 団員（社会開発） 

＊その他の現地機関関係者については付属資料の「現地面談者リスト」を参照 
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